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５月20日の臨時会において常任委員会の委員に選出され
ました。これから２年間よろしくお願いいたします。

委員長 稲葉 義仁
副委員長 栗原 京子
委 員 村木 脩
委 員 笠井 政明
委 員 楠山 節雄
委 員 定居 利子

文教厚生常任委員会

総務経済常任委員会
委員長 山田 直志
副委員長 西塚 孝男
委 員 藤井 明
委 員 内山 愼一
委 員 鈴木 勉
委 員 須佐 衛

常任委員会の紹介
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新議長・新副議長
に聞きました

副議長 藤井 明

議長 村木 脩

趣味は読書とお城巡り。好きな曲「明日に架ける橋」
休日は畑仕事やミカン畑の手伝いなどを行い過ごす。
座右の銘は「徳孤ならずして必ず隣有り」

趣味は旅。休日は家のまわりの草刈り等普段できない
ことを行っている。
座右の銘は「平常心」

議会改革をどう行うか

二元代表制で、町民の声を代弁していく役割

を果たすのが議会です。町民のみなさんの声を

聴きそれを生かせるような議会にすべきで、そ

うした改革を議員みなさんと目指していきたい。

議会と町当局の在り方をどう考えるか

このところ、町を見ていると議会と町当局の

距離が離れすぎているように感じる。

従来は町当局も議会に相談しながら施策を進

めてきたが、結果だけが示されるようになって

きた。

町政上の様々な情報を共有しながら、それぞ

れの立場で切磋琢磨していくような関係を確立

していきたい。

議会改革をどう行うか

議会が何をしているのか分からないという町

民の声を受け止め、広く声を聴くチャンスをつ

くり、分かりやすい議会広報を発信していく。

また時代の流れであるペーパーレス化の方向

を目指す。何でも紙の印刷物でやり取りする時

代から、紙に頼らずパソコン等で情報のやり取

りができる議会にしていく。

議会と町当局は車の両輪と言われるが、また

エンジンとブレーキとも言える。

町当局は大きな執行権を持つ。これを監視し、

法令順守の上、町民のために安全に走らせるの

が議会の役割と思う。

議会と町当局の在り方をどう考えるか
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６月11日から２日間の日程で、改選後初めての議会定例会が開催されました。一般質問では10人が

登壇して、町政の課題について質問しました。主な内容は次ページ以降に掲載しました。

議会に提出された議案は審議の結果、すべて可決されました。議案の主な内容は次の通りです。

議会では、ハイキャットのご理解とご協力を

得て、議会の一般質問の動画をYOUTUBEに掲

載します。町のHPからリンク出来ますので是

非ご覧ください。

定例会で審議・議決した議案

一般会計補正予算（第２号）

◎プレミアム付商品券事業は、2832万２千円で国から2670万２千円の補助
で行われます。
購入対象者

①今年度住民税非課税者

②2016年４月２日～2019年９月30日生まれまでの子どものいる世帯

商品券の内容は ２万円で２万５千円分の商品券が購入できる。５千円がプレミアム分

〇事業は、商工会に委託されます。

〇商品券の購入先や使用できるお店は、今後募集されて明らかになります

◎子供子育て支援制度補助金762万７千円 国補助金
◎交流・定住促進事業 910万円
〇若者定住促進住宅取得補助金490万円 〇移住就業支援事業費補助金420万円

◎消防団員退職報償金426万円
◎ふるさと納税寄付事業で寄付者謝礼に1499万６千円

主な事業を紹介します

◎国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
◎介護保険特別会計補正予算（第１号）
◎固定資産評価審査会委員の選任

太田正一さんを再任しました
◎教育委員会委員の任命

黒田清隆さんを任命しました
◎人権擁護委員の推薦

外岡惠美子さんを再任しました

◎介護保険条例の一部改正
◎放課後児童健全育成事業の設置及び運営に関する基準を定める条例の
一部改正

◎損害賠償請求事件の示談について
物件保障を92万3458円で示談

◎財産の取得について
国際基準のアナログ無線装置２台（同報系）の購入

◎同報無線子局更新工事請負契約
15子局の鋼管柱、スピーカーを交換 一部整備される高性能スピーカー

おおおおおおおおおお知知知知知知知知知知ららららららららららお知らせせせせせせせせせせせ

〇介護納付金分所得割を「2.1％」から「1.9％」に引き下げる
〇介護給付金分平等割を廃止
〇介護給付金均等割「１万」を「１万４千円」に引き上げる
〇保険税軽減世帯判定所得を見直す
〇来年４月より保険税限度額「58万円」を「61万円」に引き上げる

国民健康保険税条例の一部改正の内容
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◎委員長 ○副委員長 ☆委員

※監査委員は、町の事務を質疑・審査できる立場であることから、以下のような慣例がある。
・常任委員会以外の委員に所属しないこと。 ・一般質問をなるべく控えること。

その他委員会等

山
田
直
志

定
居
利
子

鈴
木

勉

藤
井

明

内
山
愼
一

村
木

脩

須
佐

衛

西
塚
孝
男

栗
原
京
子

稲
葉
義
仁

笠
井
政
明

楠
山
節
雄

議 員 名

組 織 名

◎☆☆☆☆○総務経済常任委員会

☆☆〇◎☆☆文教厚生常任委員会

〇◎☆☆☆議会運営委員会

☆◎☆☆☆〇議会広報編集委員会

☆監査委員※

☆☆☆稲取財産区管理会

☆☆☆東河環境センター議会

☆☆伊豆斎場組合議会

☆☆下田メディカルセンター議会

☆☆駿東伊豆消防組合議会

☆☆交通安全対策委員会

☆東伊豆町社会福祉協議会

☆東伊豆町青少年問題協議会

☆東伊豆町防災会議

☆☆☆☆東伊豆町国民健康保険運営協議会

☆東伊豆町地域農政推進協議会

☆☆東伊豆町都市計画審議会

☆☆伊豆横断道路建設促進期成同盟会

☆伊豆縦貫自動車道建設促進期成同盟会

☆
河津下田道路及びアクセス道路建設期成同盟
会

☆
伊豆縦貫自動車道「天城峠道路」及びアクセ
ス道路網建設促進期成同盟会

☆☆消防賞じゅつ金審査委員会

☆☆社会教育委員会

☆奨学選考委員会

☆☆東伊豆町立学校給食センター運営委員会

☆東伊豆町町民安全連絡会議

☆東伊豆町国民保護協議会

☆健康づくり推進協議会

☆☆市民農園運営協議会

☆☆稲取漁港周辺整備推進協議会

☆東伊豆町空家等対策協議会

☆☆東伊豆町水道料金等審議会
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一 般 質 問

議員楠山 節雄
くす やま せつ お

統合後の旧大川小学校の活用はＱ

大川区の意向を最優先にする
Ａ

旧
大
川
小
学
校
を

地
域
経
済
の
拠
点
に

そ
の
ほ
か
の

質 問

議員鈴木
すず き

勉
つとむ

入湯税の引き上げ要望書への対応はＱ

関係者と協議、検討する
Ａ

利
活
用
の
考
え
は
。

広
域
避
難
場
所
と
し

て
も
検
討
し
て
い
る
が
、

地
元
の
考
え
を
最
優
先
に

有
効
活
用
を
検
討
し
て
い

く
。

仮
称
「
海
の
生
き
物

館
」
構
想
を
提
言
す
る
中

で
「
イ
ズ
ー
」
の
参
入
協

力
を
求
め
る
行
動
は
。

企
業
側
と
話
し
あ
い

を
持
つ
こ
と
は
や
ぶ
さ
か

で
は
な
い
が
地
元
が
ど
う

考
え
て
い
る
か
を
確
認
し

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ＱＡＱＡ

入
湯
税
1
0
0
円
の

引
き
上
げ
要
望
は
ど
こ
か

ら
か
。熱

川
・
稲
取
旅
館
組

合
、
観
光
協
会
か
ら
。

入
湯
税
引
き
上
げ
の

使
い
道
は
。

宿
泊
客
減
少
対
策
に

使
い
、
魅
力
あ
る
観
光
地

づ
く
り
を
す
る
。

ＱＡＱＡ

入
湯
税
は
全
て
一
般

会
計
に
入
れ
る
の
か
。

引
き
上
げ
ら
れ
た
入

湯
税
分
は
環
境
基
盤
整
備

基
金
と
し
て
管
理
す
る
。

町
は
入
湯
税
の
制
度

改
正
は
す
る
の
か
。

関
係
者
や
議
会
と
協

議
・
検
討
し
９
月
ま
で
に

結
論
を
出
す
。

ＱＡＱＡ

そ
の
ほ
か
の

質 問

こ
れ
か
ら
の
町
政
運
営
は

Ｑ

議
会
に
は
報
告
説
明
を
徹
底

す
る

Ａ

こんな魅力がある町です

熱
川
温
泉
活
性
化
へ
の
町
の

協
力
は

Ｑ

ま
ず
は
地
元
の
熱
意
や
組
織

で
活
性
化
策
を
推
進
す
べ
き

Ａ

情
報
格
差
の
解
消
は

Ｑ

ハ
イ
キ
ャ
ッ
ト
、
Ｉ
Ｋ
Ｃ
の

相
互
乗
り
入
れ
に
努
力
す
る

Ａ
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がんに関する電話相談
"一人で悩まないで"

が
ん
に
関
す
る
相
談

窓
口
は
。

静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー

の
相
談
窓
口
な
ど
を
紹
介

し
て
い
る
。

が
ん
と
診
断
さ
れ
た

時
か
ら
の
、
療
養
の
質
を

向
上
さ
せ
る
早
期
の
緩
和

ケ
ア
の
現
状
は
。

ま
た
、
小
児
が
ん
な
ど

で
ウ
イ
ッ
グ
が
必
要
な
子

ど
も
達
に
自
分
の
長
い
髪

を
寄
附
す
る
ヘ
ア
ド
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
周
知
も
併
せ
て

お
願
い
し
た
い
。

周
知
し
た
い
。

が
ん
患
者
の
在
宅
医

療
チ
ー
ム
の
体
制
が
整
備

さ
れ
て
い
る
か
。

地
域
包
括
ケ
ア
の
賀

茂
圏
域
で
の
体
制
整
備
に

向
け
努
力
す
る
。

が
ん
治
療
に
よ
る
脱

毛
や
皮
膚
・
爪
な
ど
外
見

の
変
化
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
普

及
啓
発
の
取
組
み
は
。

病
院
で
情
報
提
供
が

な
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。

が
ん
と
闘
う
女
性
に
、

医
療
用
ウ
イ
ッ
グ
や
胸
部

補
正
具
な
ど
の
費
用
の
助

成
は
。県

及
び
近
隣
市
町
の

動
向
を
み
て
検
討
す
る
。

公
的
な
施
設
に
オ
ス

ト
メ
イ
ト
対
応
設
備
の
設

置
は
。要

望
が
あ
れ
ば
検
討

し
た
い
。

地域認定商品のキンメ

地
域
認
定
商
品
を
空

き
店
舗
対
策
で
継
続
販
売

は
で
き
る
か
。
ま
た
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
商
品
と
し

て
積
極
的
に
活
用
し
、
売

上
の
増
進
を
。

空
き
店
舗
で
の
継
続

販
売
及
び
ふ
る
さ
と
納
税

商
品
に
は
十
分
考
慮
し
た

い
。

長
期
的
な
観
光
関
連

の
基
盤
整
備
を
す
る
と
い

う
が
、
四
国
の
道
後
温
泉

な
ど
繁
盛
し
て
い
る
観
光

地
に
は
、
公
衆
浴
場
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。
銭
湯
の

な
い
稲
取
温
泉
へ
の
建
設

の
考
え
は
。

入
湯
税
の
値
上
げ
の

要
望
と
併
せ
て
環
境
整
備

の
案
が
来
て
い
る
。
地
元

の
要
望
に
沿
っ
て
検
討
し

た
い
。

議員栗原
くり はら

京
きょう

子
こ

議員内山 愼一
うち やま しん いち

そ
の
ほ
か
の

質 問

ＱＡＱＡＱ

ＡＱＡＱＡＱＡ

がん患者と家族の支援体制は
賀茂圏域での体制構築に努めたい

Ｑ

Ａ

観光業及び商業への重点施策は
観光関連の基盤整備と個店の指導をする

Ｑ

Ａ

ＱＡ

ＱＡ

終
活
支
援
の
取
組
み
は

Ｑ

要
望
が
あ
れ
ば
検
討
す
る

Ａ

そ
の
ほ
か
の

質 問

買
い
物
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行
は

Ｑ

町
営
風
車
の
民
間
企
業
へ
の

継
承
は

Ｑ

調
査
結
果
に
よ
り
、
最
適
な

方
策
・
時
期
を
決
定
す
る

Ａ

地
元
の
同
意
が
な
く
、
議
会

が
反
対
な
ら
行
わ
な
い

Ａ
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一 般 質 問

町長の辞職勧告などを
報じる新聞各紙

議員笠井 政明
かさ い まさ あき

少子化対策の具体的な施策はＱ

子宝祝金、子育て用具購入補助金などを行っている
Ａ

２度の町長の減給処分があったがＱ

私の不徳の致すところである
Ａ

議員藤
ふじ

井 明
い ひろ あき

今年度が
最終年度となる

そ
の
ほ
か
の

質 問

自
動
運
転
の
実
証
実
験
へ
参

加
す
る
考
え
は

Ｑ

当
町
へ
の
有
効
性
を
確
認
し

参
加
の
有
無
を
考
え
る

Ａ

太
田
町
政
に
な
っ
て

13
年
が
過
ぎ
た
。
観
光
宿

泊
者
数
、
町
人
口
、
町
税

収
入
な
ど
い
ず
れ
も
減
少

し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
有
効
対
策
が
と
ら
れ
た

か
。

新
規
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
事
業
内
容
の
見
直
し

を
実
施
し
た
。「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
な
ど
を
策
定

し
、
人
口
減
少
対
策
に
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

財
政
ひ
っ
迫
に
よ
る

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は

問
題
で
は
な
い
か
。

既
存
事
業
の
拡
大
・

縮
小
・
廃
止
の
必
要
性
を

見
極
め
て
い
く
。

「
健
康
づ
く
り
」
教

室
の
人
数
も
１
昨
年
よ
り

45
人
少
な
く
、隔
週
に
な
っ

た
教
室
も
あ
る
。
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
の
送
迎
も
廃
止
さ

れ
た
が
。

ア
ス
ド
会
館
が
無
く

な
り
分
散
化
し
た
。
よ
り

良
い
方
法
を
考
え
る
。

町
政
混
乱
の
再
発
防

止
策
は
。

全
職
員
に
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
研
修
を
実
施
し
、

指
針
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
配
布

を
予
定
し
て
い
る
。チ
ェ
ッ

ク
体
制
の
見
直
し
を
し
て

い
く
。

ＱＡＱ

ＱＱ ＡＡＡ

「
東
伊
豆
町
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

の
来
年
度
以
降
の
計
画
は
。

今
年
度
ま
で
が
第
１

期
と
し
て
計
画
さ
れ
て
お

り
令
和
２
年
度
か
ら
６
年

度
ま
で
の
第
２
期
計
画
を

今
年
度
児
童
環
境
推
進
委

員
会
で
協
議
を
進
め
る
。

町
長
は
「
子
供
が
増

え
て
い
く
」
と
以
前
、
答

弁
し
た
が
、
そ
の
後
２
年

間
出
生
数
は
横
ば
い
で
増

え
て
は
い
な
い
。
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
対
策
を

ＱＡＱ

行
っ
て
き
た
の
か
。

子
宝
祝
金
、
子
育
て

用
具
購
入
補
助
金
、
若
者

の
定
住
促
進
住
宅
取
得
補

助
事
業
や
移
住
・
就
業
支

援
な
ど
を
行
な
っ
て
き
た
。

幼
児
教
育
無
償
化
に

伴
う
当
町
の
負
担
額
は
。

無
償
化
に
伴
う
国
の

方
針
が
ま
だ
決
定
し
て
い

な
い
た
め
現
段
階
で
は
回

答
で
き
な
い
。

当
町
に
は
保
育
所
、

幼
稚
園
、
認
可
外
保
育
所

と
あ
る
が
こ
れ
ら
の
施
設

の
今
後
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

今
後
子
供
が
減
っ
て

い
く
中
、
必
要
か
ど
う
か

検
討
し
任
期
中
に
は
回
答

を
出
し
て
い
き
た
い
。

ＱＱ ＡＡＡ

そ
の
ほ
か
の

質 問

駒
沢
女
子
大
、共
立
女
子
大
、昭

和
女
子
大
と
の
協
定
締
結
は

Ｑ

人
材
育
成
な
ど
包
括
的
な
も

の
Ａ
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公共施設等総合管理計画より

全員協議会にて水道
浄水システムのデモ

議員稲葉 義仁
いな ば よし ひと

議員西塚 孝男
にし づか たか お

公共施設等総合管理計画の進捗は
維持管理に関する情報の共有を進めている段階

Ｑ

Ａ

水道事業ビジョンの内容は
現状に見合った処理能力へ

Ｑ

Ａ

そ
の
ほ
か
の

質 問

そ
の
ほ
か
の

質 問

熱
川
館
脇
の
階
段
に
つ
い
て

は
補
助
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
早
急
に
改
修
し
た
い

Ａ

し
お
か
ぜ
広
場
へ
の
避
難
路

整
備
の
予
定
は

Ｑ

平
成
29
年
３
月
に
策

定
さ
れ
た
計
画
に
お
い
て
、

施
設
の
維
持
管
理
に
関
す

る
情
報
共
有
、
更
に
は
維

持
管
理
を
一
元
的
に
管
理

す
る
組
織
の
構
築
が
う
た

わ
れ
て
い
る
が
現
在
の
進

捗
は
。各

課
が
所
管
す
る
施

設
の
情
報
共
有
を
進
め
て

い
る
段
階
で
あ
る
。

専
門
的
技
術
を
持
つ

職
員
の
育
成
は
。

採
用
が
困
難
な
こ
と

も
あ
り
、
現
状
は
取
り
組

ん
で
い
な
い
。

広
域
で
の
取
組
も
必

要
で
は
。

前
向
き
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

公
共
施
設
の
維
持
管

理
に
は
将
来
的
な
財
源
不

足
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。

計
画
実
行
に
関
す
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
感
は
。

今
後
２
年
間
位
の
う

ち
に
専
門
家
を
入
れ
、
公

共
施
設
の
削
減
を
含
め
た

全
体
的
な
方
向
感
を
示
し

た
う
え
で
、
施
設
管
理
を

一
元
的
に
行
う
組
織
の
構

築
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

ＱＡ

ＱＡＱＡＱＡ

本
年
度
中
に
「
研
究
の
ま
と

め
」
を
い
た
だ
く
予
定

Ａ

町
の
出
生
数
が
５
年
間
で
半

分
以
下
に
な
っ
て
い
る
な
か

か
で
、
小
中
学
校
は
地
区
ご

と
の
統
合
で
よ
い
の
か

Ｑ

無
線
に
よ
る
連
携
を
検
討
中

で
あ
る

Ａ

消
防
団
と
消
防
署
の
連
携
は

Ｑ

水
道
料
金
の
今
後
の

見
込
み
は
。

水
道
事
業
経
営
戦
略

に
お
い
て
、
現
在
の
１
日

平
均
給
水
量
が
10
年
後
に

は
26
・
7
％
減
少
し
、
料

金
収
入
も
約
３
億
９
千
万

円
か
ら
約
３
億
２
千
万
円

と
な
り
、
約
７
千
万
円
減

ＱＡ

少
す
る
見
通
し
と
な
る
た

め
、
料
金
改
正
が
必
要
と

な
る
。経

営
戦
略
と
は
。

老
朽
化
施
設
を
ダ
ウ

ン
サ
イ
ジ
ン
グ
等
に
よ
り

経
費
削
減
に
つ
と
め
、
稲

取
地
区
に
お
い
て
は
新
規

井
戸
整
備
に
よ
り
白
田
浄

水
場
か
ら
の
動
力
費
な
ど
、

大
幅
な
経
費
削
減
に
つ
な

が
る
も
の
と
期
待
を
し
て

い
る
。

ま
た
、
本
年
度
よ
り
、

水
道
料
金
等
審
議
会
を
立

ち
上
げ
て
検
討
し
て
い
く
。

ＱＡ
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風力発電修繕工事に関する事務調査特別委員会

風力発電単独運転検出装置修繕工事は、風力発電事業特別会計補正
予算第２号（平成30年12月11日議決）で議決する前に発注及び修繕
工事が行われていたことが明らかになった。

調査において明らかになった事項

平成30年12月12日付「風力発電単独運転検出装置修繕工事請書」については見積書が添付されている
が、町長・副町長は有効期限が切れているにもかかわらず内容の確認をせず決裁を行っていた。

また、平成31年２月５日に「風力発電施設保険に係る復旧通知書について」の決裁がされているが、保
険会社へ送付した添付書類「復旧通知書」には復旧完了日「平成30年11月29日」と記載されており、完
了日の相違がみられた書類に決裁処理がなされていた。

４．町長・副町長において、書類内容の確認を行わず決裁がなされていた。

町に保管されている平成30年12月12日付「風力発電単独運転検出装置修繕工事請書」及び平成30年12
月25日付「修繕業務完了検査復命書」は、工事日、完了日ともに平成30年12月12日と記入されているが、
企画調整課は日付を記入しないものを業者に要請して受け取り、手書きにて日付を書き込み使用されてい
た。なお、実際の工事は平成30年11月９日に行われており、平成30年12月11日議決後に請負契約、修繕
工事、工事完了のつじつま合わせを行っていた。

町に保管されている12月12日の単独運転検出装置交換作業報告書は12月12日に修繕工事が行われたと
見せかけるため、業者に依頼し作成させた。また、実際に修繕工事が行われているように偽装するため、
業者に必要のない現地作業をさせていた。

上記１～３の一連の行為は前企画調整課長の指示のもと行われた。

３．「風力発電単独運転検出装置修繕工事請書」及び「修繕業務完了検査
復命書」の日付の調整が行われていた。

業者に平成30年11月９日付の「単独運転検出装置交換作業報告書」が保管されていた。関係者証言や契
約時期、発電量記録とも整合しており、11月９日に修繕工事は終わっていたことを確認した。

なお、同報告書は町から本委員会へ提出されなかった。

２．修繕工事は平成30年11月９日に修繕が完了していた。

請負業者と町企画調整課担当によるメールのやり取りにおいて、平成30年９月７日には見積りを把握し、
同年９月11日にはメールにて修繕を発注した。業者においても９月11日に「ご注文頂きましてありがとう
ございます。」と受注を確認している。また、９月19日に工事発注内示書を業者からメールで提示され、
町担当者も押印の上、返信している。

その後、業者は受注生産される単独運転検出装置の注文書を９月21日に装置製造業者に発送し、10月２
日に装置製造業者より注文請書が送付された。

１．補正予算成立前に発注が行われていた。

100条委員会とは
地方自治法第100条に基づき、
自治体の事務を調査するために
設置した特別委員会。関係者の
出頭と証言、記録の提出を請求
できるなど強い調査権限を持つ

（１）役場内コンプライアンス（法令順守）の見直し
公務員という立場上、職員一人一人が責任を持ち法令に則り仕事を行うこと。

（２）相互チェックの強化に向けた体制の構築
幹部職員間の情報共有、相互チェック機能強化により、組織として不正を防止する体制を整備す

ること。
（３）議会への説明の徹底

今回の件は議会への説明を徹底していれば防げた案件である。よって当局は今まで以上に議会へ
の連絡・説明の徹底を行うこと。

（４）公益通報制度の見直し
窓口は総務課長であるが対応するのは町長となっている。これでは公益通報制度は機能しない場

合もある。よって顧問弁護士等の窓口が情報の提供を受けることを目的として、 内部及び外部から
の通報制度の整備を検討すること。

議会より当局への改善提案

調査報告（100条委員会）
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議員須佐
す さ

衛
まもる

昨年の運転免許の自主返納者はＱ

高齢ドライバーの自主返納者は43人である
Ａ

議員山田 直志
やま だ なお し

鳥獣害対策の強化をＱ

広域で対応し進める
Ａ

そ
の
ほ
か
の

質 問

高齢者による危険な事故を伝える記事
費
用
面
や
東
電
の
協
力
を
考

え
る
と
難
し
い

Ａ

無
電
柱
化
に
対
す
る
考
え
は

Ｑ

る
運
転
経
歴
証
明
書
の
手

数
料
は
み
た
い
が
、
国
の

政
策
に
任
せ
る
と
こ
ろ
が

あ
る
。自

主
運
行
バ
ス
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
整
備
す
る
こ

と
や
、
移
住
定
住
策
を
進

め
る
う
え
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
通
の
整
備
は
最
重

要
課
題
だ
が
。

公
共
交
通
会
議
で
検

討
す
る
こ
と
に
な
る
。

病
院
の
送
迎
バ
ス
で

は
、
患
者
以
外
の
利
用
者

も
い
る
よ
う
に
聞
く
。
ま

た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
送

迎
車
両
を
利
用
し
た
ら
ど

う
か
と
い
う
声
も
聞
く
。

体
系
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
の
人
の
意
見
を
聞
く
姿

勢
が
大
切
と
思
う
が
。

検
討
し
た
い
。

ＱＡＱＡ

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の

割
合
は
。

65
歳
以
上
の
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
は
２
千
９
１
３

人
で
、
全
体
に
占
め
る
割

合
は
37
・
3
％
で
あ
る
。

一
昨
年
よ
り
返
納
者

が
減
っ
て
い
る
よ
う
だ
が

特
典
・
サ
ー
ビ
ス
は
。

返
納
時
に
交
付
さ
れ

ＱＡＱＡ

そ
の
ほ
か
の

質 問

鳥
獣
害
の
状
況
は
。

鹿
・
猪
・
猿
な
ど
に

よ
る
農
産
物
へ
の
被
害
は
、

29
年
度
８
１
３
万
円
、
面

積
74
・
2

74

ha
。

10
年
で
駆
除
等
は
１

６
５
頭
か
ら
１
千
１
１
９

頭
に
増
加
し
た
が
、
賀
茂

郡
で
も
実
績
は
最
低
。
報

奨
金
の
引
き
上
げ
や
駆
除

実
施
隊
が
必
要
で
は
。

昨
年
提
起
し
た
が
、

報
奨
金
の
平
準
化
や
駆
除

実
施
隊
は
設
置
し
て
い
な

い
。
被
害
対
策
実
施
隊
の

設
置
は
広
域
で
検
討
し
て

ＱＡＱＡ

い
る
。町

が
所
有
す
る
捕
獲

機
の
種
類
と
数
は
。ま
た
、

活
用
状
況
は
。

大
型
箱
わ
な
を
10
基
。

中
型
箱
わ
な
を
７
基
、
小

型
箱
わ
な
13
基
を
所
有
。

大
・
中
形
の
箱
わ
な
は
、

猟
友
会
員
に
貸
し
出
し
、

小
型
は
被
害
者
に
貸
し
て

い
る
。
大
型
10
基
、
中
型

３
基
を
貸
出
し
中
。

猿
は
住
宅
地
域
に
侵

入
し
て
き
て
い
る
。
追
い

払
い
に
は
町
に
あ
る
電
動

ガ
ン
が
有
効
で
あ
り
、
補

充
整
備
し
て
ゾ
ー
ン
で
追

い
払
い
が
出
来
る
よ
う
に

す
べ
き
だ
。

電
動
ガ
ン
が
有
効
と

言
う
こ
と
を
初
め
て
聞
い

た
。
検
討
し
た
い
。

ＱＡＱＡ

賀茂地域での鳥獣害対策の状況

駆除等捕獲数 被害対策実施隊

東伊豆町 1119頭

下 田 市 1719頭 設 置

河 津 町 2068頭

南伊豆町 1811頭

松 崎 町 1481頭 設 置

西伊豆町 2284頭 設 置

※静岡県賀茂地域の鳥獣捕獲等一覧より

１
日
15
人
前
後
の

サ
ポ
ー
ト
、
約
11
万
円

Ａ

レ
イ
ン
ボ
ー
デ
ィ
ス
コ
へ
の

町
の
サ
ポ
ー
ト
、
料
金
は

Ｑ
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で
、
議
会
内
外
の
潤
滑
油
に

な
り
た
い
。

│
マ
イ
ブ
ー
ム
は
。

健
康
維
持
を
含
め
て
、
自

宅
周
辺
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し

て
い
る
。
キ
ン
メ
マ
ラ
ソ
ン

に
も
挑
戦
し
た
。

自
身
の
楽
し
み
を
含
め
て

小
・
中
学
生
へ
の
卓
球
指
導

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果

か
ら
か
ゴ
ル
フ
の
飛
距
離
が

出
て
い
る
よ
う
に
も
思
う
。

│

取
り
組
み
た
い
課
題
・
政

策
は
何
で
す
か
。

観
光
立
町
な
の
で
、
観
光

振
興
の
提
案
を
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
農
家
所
得
の
向

上
に
つ
な
が
る
提
案
で
、
耕

作
放
棄
地
や
後
継
者
問
題
の

解
決
へ
繋
げ
て
い
き
た
い
。

情
報
格
差
を
感
じ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
も
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

│

議
員
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
は
。

大
き
な
声

明
る
い
笑
顔

│

議
員
に
な
ろ
う
と
し
た
動

機
は
。

農
水
産
物
直
売
所
の
審
議

を
み
て
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
が
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
の

に
、
反
対
が
あ
る
。
改
善
す

る
た
め
に
議
員
を
志
し
た
。

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
生
産
農
家

山
田
弘
志
さ
ん
の
声

皆
さ
ん
の
仕
事
が
丁
寧
で
驚
く

と
と
も
に
大
変
助
か
り
ま
し
た
。

ま
た
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

東
伊
豆
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

内
田
哲
正
所
長
の
声

縁
が
あ
り
作
業
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
入
所
者
の
可
能
性

と
挑
戦
の
日
々
で
す
。

今
後
も
地
域
の
み
な
さ
ん
と
ご

一
緒
で
き
る
仕
事
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
も
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

表
紙
の
説
明

東
伊
豆
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
人

た
ち
が
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
農
家

の
苗
運
び
出
し
作
業
を
手
伝
い
ま

し
た
。
収
穫
後
の
運
び
出
し
は
暑

さ
も
あ
り
大
変
な
作
業
で
す
。
所

員
は
額
に
汗
し
な
が
ら
も
４
畝
の

ハ
ウ
ス
の
作
業
を
約
２
時
間
で
済

ま
せ
ま
し
た
。

ポンプ車操法で優勝！
賀茂支部消防操法大会で

楠山節雄 議員

６
月
９
日

松
崎
町
で
開
催
さ
れ
た
賀
茂
支
部
消
防
操

法
大
会
で
、
第
３
分
団
は
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
見
事
に

優
勝
の
成
果
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
第
６
分
団
は
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
で
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
消
防
団
の
訓
練
は
、
町
民
の
安
心
安
全
を
支

え
る
う
え
で
重
要
な
活
動
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
消
防
団

員
は
、
４
月
末
よ
り
日
常
の
勤
務
の
後
に
集
合
し
て
、
訓

練
を
重
ね
て
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

こ
の
間
の
会
社
・
家
族
、
関
係
者
の
ご
理
解
ご
支
援
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
消
防
団
員
の
み
な
さ
ん
の
こ
れ
か

ら
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

新
人
議
員
は
こ
ん
な
人
で
す
！

潮 騒
広報編集委員会

元
号
が
令
和
に

な
っ
て
初
め
て
の
定

例
議
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
12
人
中

12

10
人

が
質
問
す
る
と
い
う
活
発
さ
。

町
議
会
も
生
ま
れ
変
わ
る
時

期
で
す
。
質
問
回
数
は
３
回

ま
で
と
い
う
従
来
の
制
限
が

無
く
な
り
ま
し
た
。
町
長
の

反
問
権
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

自
由
闊
達
な
言
論
の
府
の
第

一
歩
で
す
。
今
後
は
時
代
の

趨す
う

勢
で
あ
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

せ
い

化
に
進
み
ま
す
。
と
は
言
っ

て
も
一
番
大
切
な
の
は
町
民

の
声
。
今
後
と
も
各
方
面
の

皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
な
が
ら

議
会
運
営
を
進
め
ま
す
。

（
藤
井
）
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